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（様式） 
全市に及ぶ大きな戦災を免れた京都市には、市内に４万８千棟もの町家が今なお残る文１）。しかし現

在の市街地は画一的な宅地開発や建築活動が進み、町家の数は確実に減少し続け、地域の特性や景観が

失われつつある。 

地域の景観形成に資するまちづくりの方針を考える上で、今日の地域が形成された要因を歴史的・建

築的に理解することが不可欠であるが、これまで、近代京都の市街地の形成過程と特に建築様式との関

係性に焦点をあてた研究は少ない。 

本研究は、明治以降、とりわけ三大事業以降の京都の市街地の変遷過程を地域ごとに空間的に把握し、

その背景となった社会経済状況、及びそうした社会活動の受け皿としての学区や地域、さらには住宅・

建築様式等との関係性を総合的に把握することで、近代京都の市街地形成を史的に整理・解明する。 
文１）京都市・財団法人京都市景観まちづくりセンター・立命館大学“平成 20・21 年度「京町家まちづくり調査」記録集”平成 23 年 3 月 
 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

 本研究は、京都の郊外住宅地がどのように市街地化されたのか、西陣地区西部の郊外住宅地区に加え、南

区東九条周辺を取り上げた。26 年度に確立した方法論を援用し、現地調査をこれに重ねつつ検討した。加え

て、西陣地区西部における戦前の区画整理地区における新型町家の建築類型の把握に努めた。関連して、

戦前期における新聞広告を悉皆調査し、これらがどのように市場に流通したのか、を探った。 
 具体的には、京都市西部及び南部東九条地域を取り上げ、市街地の拡張過程を 26 年度に開拓した研究手

法を援用しつつ明らかにした。具体的には、明治 22 年発行の仮製地形図（京都）から明治期の状況を復原的

に検討した上で、明治中期以降の宅地化の状況を詳細に検討するために、地籍図（大正元年）や２種の京都

市明細図（昭和初期・昭和20年代）を用いつつ土地利用の変遷過程を押さえ、さらに土地台帳から農地から宅

地への「地目変換」の状況とその時期を特定しつつ地図に落とすことで、住宅地形成の過程を宅地の一筆単位

で捕捉した。その際、立命館大学歴史都市防災研究センターにより作成された GIS 地図データを多用した。あ

わせて、現地調査による現存する住宅遺構の建築調査によりこれらの郊外住宅の建築類型を把握した。 
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